
 

 

 

 

 

【料金回収率】 

ここ数年、給水原価＞供給単価となり原価割れを起こしており、料金収入で必要経費を賄えていない 

状況です。 

 

  

 

【県水受水単価】 

令和８年度から、県水受水単価が値上げされることになりました。 

61.78 円／㎥ → 74.74 円／㎥ （約２１％増） 

これにより、年間約１億 6,300 万円の支出増となります。 

 

これらの現状を踏まえ、令和８年４月１日からの料金改定を検討することとしました。 

今回の料金改定では再配置基本計画の財源となる資産維持費は見込まず、まずは県水値上げ分の費 

用を確保しつつ、料金回収率１００％の水準を目指して料金設定をします。 

 

 

令和８年度から令和１２年度までに必要な額(総括原価)は、約１２２億円（年平均 24 億 4,200 万円）

となります。 
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令和５年度決算の給水収益（約 20 億 5,000 万円）と総括原価（年平均 24 億 4,200 万円）を比較

すると年間３億 9,200 万円不足することになります。 

【給水収益の不足額】 

 

 

【供給単価比較（改定額内訳）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※集団住宅の料金については、従前の料金を改定後の料金に置き換えるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金の改定について 

１．新座市水道事業の現状と課題 

※R2・R4 は２調定分の基本料金減免実施のため供給単価が一時的に低下している 

給水原価と供給単価の推移 

２．算定期間（令和８年度～令和１２年度）の必要額 4．料金表改定案（１か月当たり） 

令和７年８月１８日開催 

3．給水収益の不足額と改定額内訳 


